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京都大学農学部川口研究室では,東南アジアならびに南アジア水閏土壌の比較研究の一環と

して,セイロンの水田土壌調査をおこなった｡調査は1965年12月から1966年1月にかけて試料

採取がおこなわれ,1968年3月には試料採取地点の地形発達史学的解析のための調査がおこな

われた｡ここでは,後者の調査結果を報告する｡

最初に調査地点の特性を表示する基準についてのべ,次に各調査地点の特性を上の基準にし

たがって生理してみる｡

Ⅰ 表記法の基準について

すでに 『東南アジア研究』 6巻 4号でインドにおける採取地点の位置について報告したが,

ここでもその時に用いたと同じ表記法を用いて,各試料採取地点の特性を整理する｡表記の方

法は次のようなものである｡

(どの地形区に属するか)__(ど本年故地埠か)
(官房垣好区iと属す るか)(局所地質は何か)

以下この表記法車にあらわれた各項目の基準を略記する｡

(1) との地形区に属するか

Coorayl)によるとセイロンは地形的に次の四つに区分することができるo

侮 岸 平 野 (Cp)

低 位 準 平 原 (Lp)

*京都大学東南アジア研究センター
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高谷 ･久情 :セ ィ｡ンにお け>:)永ま1日二壌試用 拙く雄.点の拙 IF律 連中 釦 '州 誹

lll位 準 平 原 (Mp)

高 位 準 平 頂 (Hp)

をも合んでいる｡低位準平皿 (LP)は湖 友高度30m ぐらいから 100m ぐらいに発達する平

原状の地域からなっている｡ここでは,まれに存在する小規損な独捌 筆もしくは独剖 摩群を除

くと地形面は一般に波状であるC満1号'-A-平野との間には顕著な急尾は-一･般に少な く,どちらかと

いえば漸移することが多い｡ 申位準平原 (Mp)は平均 500m の高度をもち,800m ぐらいに

まで高まる｡低位準平原 との問にはきわめて明瞭な犀が存在 し,順 二は垂直 の断吊が 300m

以上に達する｡地形而の開折は大きく, 高根というよりも丘陵の連続といった感じの地形面を

有する｡高相準平原 (Hp)は 2500m 以 上のい くつ もの峰,J壬連ねる両田山帯である｡ 準平原
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東南アジア研究 7巻2号

という名称で呼ばれているが実際には平坦面を認めることはできない0

上の四つの地形而の分布のあらましは図 1に示 してある｡

(2) どんな微地形か

試料採取地点の微地形的特徴を表現するために SoilSurveyManualに従 って次の基準を

採用する｡

斜面の傾斜 0% - (1-3%) 平 士R

〝 (1-3%)- (5--8%)

" (5-8%)- (10-16%)

〝 (10-16%)- (20-30%)

斜面頂部とその付近 (H)

斜面中腹 (M)

斜面底部とその付近 (L)

波 状

綬丘陵状

丘 陵 状
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(3) どんな地質区に属するか

GeneralSoilMap2) および GeologicalMapofCeylon3) を基礎 にして,セイロンの地質

図は図 2のごとく作成することができる｡地質区は次のごときものをかぞえることができる｡

沖積層地帯 (A)

露 岩 地 域 (B)

残積層地域 (E)

現世沖積層地帯 (Ar)

低位段丘層地帯 (Al)

高位段丘層地帯 (Ah)

Jaffna石灰岩地域 (Bc)

Vijayan統地域 (Bv)

Highland統地域 (Bh)

Jaffna石灰岩地域 (Ec)

Vijayan統地域 (Ev)

Highland統地域 (Eh)

沖積層地帯 (A)は段丘解析の手法によって分類し,露岩地域 (B)と残積層地域(E)では其

璃岩の岩質を重視して分類をおこなっている｡以下各地質区の性質を略述するo

1) 現世沖積層地帯 (Ar)

現世沖積層のうち海岸平野 (Cp)のものは 三角州,砂州,後背湿地堆積物 などとして 発達

し,ここでは 海成層の 発達のみられるのが 特徴である｡低位準平原 (Lp)中にくいこんだ河

川ぞいには一般に河成の粗粒な沖精層の発達がみられる｡

2) 低位段丘層地帯 (Al)

沖積層よりあきらかに数m高位に分布するO地表面は平坦｡堆積物叶tには,秩,マンガンな

200



どの結核が認め られる｡

3) 高位段丘層地帯 (Ah)

セイロン北部に典型的に発達する硬質地層をさしているC 分布高度は 30m ｡地表LllrAは波

状を呈する｡風化の発達は いちじるしく,表層 1-1.5m はラテライ ト化 している｡木屑は

GeneralSoilMap 中にあらわれた Red-yellow latosols2) にほぼ完全に-一致し,Takaya

(1968)4) の FormationIH と Formationl＼一に相 ＼Ⅰ'iする｡

図 2 地質 区分 と試料採取位lLT･Z,i.
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4) Jaffna石灰岩露岩地域 (Bc)

セイロン北部に分布する申 新出の石灰:告地帯をさしている｡

5) Vijayan統露岩地域 (Bv)

下部古生代に属する Vijayan続は片麻岩,片麻岩質花園岩,花閲岩質片麻岩,花園岩 など

からなっている｡塩基性の岩類をほぼ完全に欠いているのが特徴である0

6) Highland統露岩地域 (Bh)

先カンブ リア紀に属する Highland続は珪岩,片麻岩,片岩,結晶質石灰岩,チャルノカイ

ト*からなる｡ Vijayan続との大きなちがいは,本統中には かな り多量の塩基性岩が 存在す

ることである｡チャルノカイ トは幅数十cm から10m 程度の層厚で他の岩類と互層をなす こ

とが多い｡

7) 賎 鋸 屑 地 域 (Ec卜Ev十Eh)

準平原上の四部や谷地に発達する｡残積層が 1m 以上の層厚をもつ時,残積層地域とした｡

(4) 局所地耳は何か

試料採取地点の地質をより詳細に表現す るために沖積層地帯では,粘土優勢地区 (clay),砂

優勢地区 (sand),礁優勢地区 (gravel)の別を,露岩,残積層地帯では,岩の種類を表記する

ことにした｡

Ⅲ 各試料採取地点の特性

前章での定義にしたがって各土壌採取地点の特性は次のようにあらわせ る｡代表的な箇所で

は模式化した地層断面図を描いて,調査地点の特徴がより具体的に把握 されるようにした｡

(Cp)(1,M)
ce-1:(五百百品百一元 11-aV) (図3参照)

① 塩類の析出のみ られる砂質土 ;海成層

⑨ 石灰質結核にとむ赤色の砂質土

0 200 400mヒ===== ご二二=二二===土====二二 二エー= -i N

図 3 Ce-1付近の模式化した地層断面

*紫蘇輝石をふ くむ花闇岩質片麻岩,新鮮な時には縁灰もしくは再灰色でガラスに似た光沢,微風化両では

油脂状の光沢がある｡
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@ Jaffnap石灰r/.J･

･しト･)tl.＼IJ
ce-2:(Al)(sand:clay)

(∋ 河成現世沖精層

(図4参照)

⑧ 砂質 ローム ;マ ンガンの結核を合む

⑧ きわめて薄い (1m以下)砂質粘土 ;ラテライ ト片あり

④ (0.0-0.7m):白色もしくは黄色の粘土質砂 ;石灰粒に嵩む

(0･7-1.5m):蜂巣構造をもつラテライ ト;1-2cm 径の竹樺 , 門標を合む

⑤ 粘土質基質をもった粗砂 ;石英粒に富む

(む Jaffna石灰二告

⑦ Vijayan維

図 4 Ce--2付近の模式化した地層断面

ce-3:((崇 ))((suin"d)) (図5参照)

① 新鮮な石英砂 ;イルメナイ トを多 く合む

② ⑧,④からの崩壊層と① との混在 ;ラテライ ト破片を含む

③ 高位段丘棟層最 日立約 1mのラテライ ト化した部 分

④ 比較的よ くしまった砂確｡平均傑作 1-2cm

@ @ ce:十 -

ざ② ①

0 100 200m!==.-_=二二二=-.一･二ここ_二二=ここ±==二二二=========二二=======∃

図 5 Ce-3什近 の模式 化 した地 層 断面

Ce-4 (しい-(u｣･,
(Ev)(gneiss)

(図6参照)

① 暗い黄味灰色の軽埴土

20.ll



東南アジア研究 7巻2号

① 赤色粘土ローム ;石英粒に富む,ラテライ ト破片を含む

(む 風化片麻岩

図 6 Ce-4付 近 の 模 式 化 し た 地 層 断 面

ce-5:--tCAi)'ik "y3 (図7参照)

① 申 ･粗粒砂

① 暗い赤味黄色の重埴土 ;石灰質ネス トに富み,石灰質結核あり;海成層

(彰 ｢1)･粗砂 ;隆起砂州

④ 暗い黄味灰色の粘土 ;マンガン斑あり;いわゆるグルムソル的でギルガイ微地形を示す

⑨ 黄味灰～灰赤味黄色の粘土 ;マンガン,秩,石灰質の結核あり

Ce-6

0 2 4km
- -- -- 二一二二==--∃ E

図 7 Ce-5付 近 の 模 式 化 し た 地 層 断 面

(Lp)(u,M)
(Ev)(gneiss)

残積層地域なるも基盤岩の露頭がごく近 くに存在する｡

ce-7‥ (;Lv;'(さun諾S喜)

Ce-6に類似するが,地形的位置が高い｡

ce-8‥% T-))i(C岩 J

Ce-5に酷似したブルムソル地区であるが,その分布は Ce-5のそれよりも地形的に低位に

あり,現世沖精層上に発達するものらしい｡
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Ce-9

高谷 ･久,EF,:セイロンにおける水間 上境試料採取地点の地形発達史学的位置

(Lp)(_V,L)
(Ar)(sand十Clay)

貯水池堰堤のす ぐ下に位程し,砂壌土から砂質粘土の表層堆精物をもつ｡

Ce-10 (Lp)_(V,_哩)
(Eh)(gneiss)

下層に黒雲母片麻岩の風化硬を合む｡地形的には Ce-6などに酷似｡

Ce-ll (Lp)(u,L)
(Ev)(gneiss)

技精層地域の回状部 斜 こあり強度にグライ化,

Ce-12 (LpJ(H.ll)
(Eh)(gneiss)

地形的には Ce-7に類似｡

Ce-13 (Lp)(I,M)

(Ar)(sand+clay)
(図8参照)

① 小河川ぞいの幅の狭い段丘

① ラテライ ト化 したチャルノカイ ト;ラテライ トの厚 さは少な くとも 5m 以上

(㊨ チャルノカイ トを挟む某盤岩 ;強 く風化 している

④ 結晶質石灰il.'･と片麻岩

Ce-14 (Mp)_(h,L)
(Bh)(charnockite十gneiss)

急斜両にはい上がった狭 い谷 ｡

Ce-15 いIp)(h.MJ
(Bh)(gneiss)

せまい谷の側壁をテラス化した水rllo

Ce-16 (坤 )(u,"M)
(Ev)(gneiss)

Ce-6に類似,母君ほより珪酸質｡

Ce-17

Ce-18

(Cp)(1,lJ)
(Ar)(sand)

(L1,日リ､11ノ
(Ev)(granite)

(図9参照)
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図 8 Ce-13付近の模式化した地層断面

① GalOya河ぞいの現世沖精層

(丑 表層のラテライ ト化 した侵蝕段丘面 ;地形面の時代は北 セイロンにおける Red-yellow

latosols分布地域の高位段丘疎層に相当

③ 砂質 ロームもしくはローム質砂 ;石英片を含み,ラテライ ト片あり

④ 花岡岩 と片麻岩
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Bv+ Ev+Bv十 Ev十 Bv十 -Ah- チ- Ar--二一

図 9 Ce-18付 近 の 模 式 化 し た 地 層 断 面

ce-19:(S#(iun霊S))

Ce-6,Ce-16などに類似するも斜面の傾斜はより急｡

____ー_ー【_I_(Mp)(r,L)
ce-20: (Eh)(gneiss+charnockite)

Mahaweli河ぞいに発達する不規則な侵蝕段丘状の地区｡

(Mp)(h,L)
ce-21:て豆-h)(gneiss+charnockite)-

① 黄味灰色の砂質粘土 ;小岩片あり (図10参照)

① 赤褐色の粘土質基質をもった崩土層 ;蜂巣構造をもったラテライ ト片がごくまれにある

図 10 Ce-21付近の模式化した地層断面

⑧ 灰黄色の粘土質砂 ;石英粒,岩片に富む

④ 強風化をうけた片麻岩とチャルノカイ ト;チャルノカイ トは大部分が粘土化している

(Mp)(r,M)

Ce-21に酷似するも谷幅はそれよりもやや広い｡

① 砂質粘土 ;岩片に富み,ラテライ ト片あり

⑧ 砂質粘土または粘土

③ 風化した片麻岩 ;ごくまれに表層の 20-30cm がラテライ ト化している
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C今夕 一
1/-0

EF.m 』 豊 = =聖 = 望㌘ m

ア ｢ 育 て 蒜 〆 ア二予 て ｢ 千

図 11 Ce-23付 近 の 模 式 化 し た 地 層 断 面

ce-24‥-tip)i(Slla-Li))

湖岸の汽水性沼沢 :表層は有機質腐泥｡

Ce-25 (Lp)_(rl__L)
(Eh)(gneiss)

綬丘陵状地形の高所は網状斑をもつラテライ ト化した赤色土 ;低所はグライ化した細粒質堆

積物｡

Ce-26 (tJP)_(r_LD
(Eh)(gneiss)

Ce-25に同じO

Ce-27ニ (Lp)(ll,L) __
(Ar)(clay1-sand十peat)

(図12参照)

① 山間にはいりこんだ小谷ぞいの卿輔一積層のうち谷頭部の粗粒堆精物 ;泥炭層を挟在す

る

④ 同上,;'ililの根粒な周辺折損物 ;小僕を混じた粘土質砂

③ チャルノカイ トを主とした Highland統 ;ラテライ ト化が進行 して全体が赤色粘土の外

硯を呈する

Ce-28

O IOO 200 こXX)m

図12 Ce-27付近の模式化した地層断面

(Ar)(clay+peat÷占and)

Ce127に類似するも,行中轟まそれよりもやや広 く,堆積物はより細粒O
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Ce-29: (Lp圧1一.い
(Bh)(gneiss)

狭い谷間で粗粒｡

Ce-30:(Cp)(I.ll)
(Ar)(clay)

(図13参照)

① WalaveGanga河ぞいの現世沖積層

⑧⑧片麻岩を主体とし,一部にチャルノカイ トを挟む基盤告

Bh † Ar

･ト
cjjPw AL州E G AN G-A --

⊥ Bv

O I 2 5 4km

図13 Ce-30付近 の模式 化 した地 層 断面

(Lp)(u,L)
〉〉)ー■(Ar)(clay+sand)

低位準平原中に食いこんだ小谷ぞいの薄い沖積層｡

ce-32:-詣 猛 獣

Ce-16,Ce-19などに類似するが起伏がやや大きい｡

(Cp)(u,M)Ce-33:-ノー.-
〉〉>)- (Al)(sand+clay)

海岸平野の沖積層 ;石膏と炭酸石灰を含む｡

Ce-34:_(Mp)(h,L)
(Bh)(gneiss)

Ce-29に類似するも谷幅より広 く,沼沢性｡
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